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立
命
館
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
か
ら
学
生
招
へ
い

日
本
の
環
境
イ
ン
フ
ラ
学
ぶ

　

立
命
館
大
学
理
工
学
部
で
は
、
イ
ン
ド
工
科
大
学

ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
）
と
の
教
育
・
研

究
交
流
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
５
年
12
月
７
日
か

ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
、
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
教
員
１
名
お

よ
び
学
部
生
８
名
を
招
へ
い
し
、
日
本
の
環
境
イ
ン

フ
ラ
分
野
に
お
け
る
先
端
技
術
を
学
ぶ
科
学
技
術
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
学
の
研
究
施
設
見
学
に
加

え
、
民
間
企
業
や
自
治
体
の
現
場
視
察
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
環
境
イ
ン
フ
ラ
技
術
を
理
論
と
実
践

の
両
面
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
両
大
学
の
学
生
に
よ
る
混
成
チ
ー
ム
で
の
Ｐ
Ｂ

Ｌ
（Problem

-Based	Learning

）
型
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
通
じ
て
、
専
門
性
に
加
え
、
異
文
化
理
解
力

や
国
際
協
働
力
を
備
え
た
次
世
代
理
工
系
人
材
の
育

成
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
イ
ン
ド
・
日
本
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
の
た
め
の
環
境
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
技
術
体
験
と
教

育
連
携
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
立
命
館
大
学
教
員
に

よ
る
研
究
室
見
学
や
研
究
交
流
に
加
え
、
草
津
市
立

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
㈱
日
吉
お
よ
び
沖
島
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
見
学
・
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。
研
究
室

見
学
で
は
、
理
工
学
部
の
「
水
環
境
工
学
研
究
室
」
、

「
ク
ラ
ウ
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
室
」
、
生
命
科
学

部
の
「
高
分
子
材
料
化
学
研
究
室
」
を
訪
問
し
、
環

境
工
学
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
材
料
科
学
に
関
す
る
最

先
端
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も

に
、
分
野
横
断
的
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
環
境
問
題
の
解
決
に
は
単
一
分
野
に
と
ど

ま
ら
ず
、
複
数
分
野
の
知
見
を
統
合
す
る
学
際
的
ア

プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
体
感
的
に
理
解

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

草
津
市
立
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
廃
棄

物
の
処
理
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程
を
見
学
し
ま

し
た
。
同
施
設
は
、
焼
却
処
理
に
加
え
て
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
利
用
や
資
源
回
収
を
行
う
な
ど
、
環
境

負
荷
低
減
と
資
源
循
環
を
両
立
す
る
シ
ス
テ
ム
を
備

え
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

㈱
日
吉
の
訪
問
で
は
、
廃
棄
物
処
理
、
上
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
や
環
境
保
全
な
ど
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
同
社
は
イ
ン
ド
に
現

地
法
人
（
日
吉
イ
ン
デ
ィ
ア
）
を
有
し
、
水
環
境
分

野
に
お
け
る
技
術
の
海
外
展
開
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
琵
琶
湖
の
有

人
離
島
で
あ
る
沖
島
を
訪
問
し
、
沖
島
浄
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
約
２
５
０
人
の
島
民
の
生
活
排
水
を

処
理
す
る
回
分
式
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法

を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
学
を
通
じ
て
、
都

市
部
に
お
け
る
中
央
集
約
型
イ
ン
フ
ラ
と
地
域
特
性

に
応
じ
た
小
規
模
分
散
型
イ
ン
フ
ラ
の
双
方
の
特
徴

と
設
計
思
想
を
比
較
し
て
理
解
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
お
け
る
ス
ケ
ー
ル
お
よ
び
地
域
条
件
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
で
の
研
究
と
企

業
・
自
治
体
に
よ
る
実
装
と
の
関
係
性
を
俯
瞰
的
に

捉
え
る
こ
と
で
、
環
境
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
け
る

「
研
究

－

実
装

－

社
会
」
の
連
続
性
を
実
践
的
に
理

解
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
幹
線
乗
車
体
験
を
通
じ
て
日
本
の
鉄

道
イ
ン
フ
ラ
技
術
の
高
度
性
と
安
全
性
を
体
感
す
る

と
と
も
に
、
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
訪
問
し
、
科
学
技
術
と
社
会
・
平
和
と
の
関
係
に

つ
い
て
多
角
的
に
学
び
ま
し
た
。
本
学
の
イ
ン
ド
出

身
教
員
に
よ
る
講
演
で
は
、
日
本
で
の
研
究
活
動
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
参
加
学
生

に
と
っ
て
将
来
の
進
路
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
日
本
語

科
学
技
術

振
興
機
構	

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
485
回

＝
特
別
連
載
＝

惣田	訓
（立命館大学
理工学部教授）
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講
座
、
日
本
文
化
体
験
を
実
施
し
、
日
本
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

専
門
知
識
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
異
文
化
理
解
お

よ
び
国
際
的
視
点
に
基
づ
く
問
題
認
識
能
力
の
涵
養

に
も
寄
与
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
に
は
、
両
大
学
の
学
生
に
よ

る
混
成
チ
ー
ム
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
成
果
発
表
会
を
実
施
し
、

各
チ
ー
ム
が
期
間
中
に
学
ん
だ
内
容
を
踏
ま
え
、
課

題
解
決
に
向
け
た
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
異
な
る

専
門
分
野
お
よ
び
文
化
的
背
景
を
有
す
る
学
生
同
士

が
協
働
す
る
こ
と
で
、
多
角
的
な
視
点
に
基
づ
く
問

題
設
定
力
や
解
決
策
構
築
力
を
養
う
と
と
も
に
、
実

践
的
な
国
際
協
働
力
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
に
資
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■	

イ
ン
ド
人
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

・
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
真
摯
さ
と
、
よ
り
良

い
未
来
に
向
け
て
社
会
全
体
が
行
動
す
る
姿
勢
が

印
象
的
で
し
た
。

・
イ
ン
ド
と
日
本
の
廃
棄
物
処
理
方
法
の
違
い
を
理

解
し
、
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

・
汚
染
対
策
に
お
け
る
自
然
環
境
へ
の
配
慮
と
努
力

の
大
き
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
技
術
に
つ
い

て
の
説
明
も
分
か
り
や
す
く
、
特
に
沖
島
の
約
２

５
０
人
の
住
民
の
た
め
の
専
用
施
設
が
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

■	

今
後
の
展
望

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
ら
れ
た
教
育
的
成
果
を
踏
ま

え
、
今
後
は
立
命
館
大
学
か
ら
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
へ
の
学
生

派
遣
を
継
続
的
に
実
施
し
、
双
方
向
型
の
交
流
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

短
期
的
な
受
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
継
続
的
か
つ
発
展

的
な
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
定
着
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
環
境
イ
ン

フ
ラ
分
野
を
基
盤
と
し
つ

つ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
や
材

料
科
学
な
ど
関
連
分
野
と

の
連
携
を
強
化
し
、
理
工

学
分
野
全
体
へ
と
教
育
・

研
究
交
流
を
拡
張
し
て
い

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
中
心
と
し
た
実
践
的
教

育
手
法
を
国
際
共
同
教
育

の
枠
組
み
と
し
て
体
系
化

し
、
異
分
野
・
異
文
化
協

働
に
よ
る
課
題
解
決
型
教

育
モ
デ
ル
の
高
度
化
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
企

業
・
自
治
体
と
の
連
携
を

一
層
強
化
し
、
実
社
会
の

課
題
を
取
り
込
ん
だ
教

育
・
研
究
活
動
へ
と
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
、
「
研
究

－

実
装

－

社
会
」
を
接
続

す
る
実
践
的
な
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
分
野

に
お
い
て
国
際
的
に
活
躍

で
き
る
理
工
系
人
材
の
育

成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

立
命
館
大
学
で
は
、
今

後
も
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
は
じ

め
と
す
る
国
際
交
流
事
業

を
活
用
し
、
継
続
的
か
つ

戦
略
的
な
教
育
・
研
究
連

携
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

沖島浄化センターを見学する招へい者ら 立命館大学の研究室見学

PBL成果発表会後に修了証授与 ㈱日吉（滋賀県近江八幡市）を訪問




